	授業科目名
	 計量経済学

	担当教員
	 教授　谷﨑　久志
	開 講 期

前　期
	単位数
２単位

	目標と概要

計量分析の方法の習得
講義計画と内容

· 計量経済学とは

· 最小二乗法

· 単純回帰分析

· 多重回帰モデル

· 関数型，ダミー変数

· 構造変化の検定

· 不均一分散

· 系列相関

履修前後の関連科目

「統計学」，「上級計量経済学」，「上級統計推理論」

履修上の注意

『基本統計学（第2版）』の８章までの内容を前提にします。

学生へのメッセージと前回の授業アンケートに基づく改善・工夫

練習問題は必ず自分で解くようにして下さい。

出席したりしなかったりだと，ついていけなくなります。

経済学への応用例をより多く加えるようにする。

成績評価方法

定期試験で成績評価
教科書・参考書

教科書
・豊田・大谷・小川・長谷川・谷崎『基本統計学（第2版）』東洋経済新報社，2002年
・山本『計量経済学』新世社，1995年
http://ht.econ.kobe-u.ac.jp/~tanizaki/class/class-j.htm も参考に


PAGE  
2

